
北
津
軽
郡
五
所
川
原
町

発
行
所
 
五
所

川
原
町

役
場
 

電
話
（1
1
八
番一
一
一
一
一
総
）
 

露

雄
庶
務
課
庭
報
係
 

印
刷
所
 
陸

奥
印

刷
株
式

会
杜
 

一
駅

・
知
 
一

一
一一
」一
」
込
一
 

一
 

》
 

Cア
E
一

E
琴
右
」
 

（
八
月
末
日
現
在
）
 

一
秋
季
清
潔
法
検
査
施
行
一
 

九
月
船
纂
羅

輪
 
西
北
病
院

二
．
耳
鼻
咽
喉
科
関
係
 

一
九
月
冊
需
姦
羅

葛
西
北
病
院
 

1
1一，眼
科
関

係
 

書
道
研
究
会
 

ス
ク
エ
ア
 

チ
ヤ
ー
チ
ル
会
 

コ
ー
ラ
ス
会

枇
会
講
座
 

書
道
研
究
会

詩
話
会
 

ス
ク

エ
ア
 

融
教
大
会
 

鷺

知
チ
ル会
 

レ
コ

1

ド

コ
 ン
 

サ
1
ト
 

書
道
研
究
会
 

ス
ク
エ
ア
 

詩
話
会
 

コ
ー
ラ
ス
会
 

十
 
日

十
一
日
 

十
二
日

十
三
日
 

十
五
日
 

十
七
日

十
八
日

十
九
日
 

一
一
十
日
 

廿廿廿廿廿 廿 
九七六五四 二 
日 日 日 日日 日 

田栄元更更 

生生 

町町町街街 

未
納
の
税
金
は
早
く
 

●
 

●
 
．
 
．
 
●
 
・
 

納
め
ま
L
よ
う
 

十 千 1・ 

七 六  Ji 
日 日 日 

十
八
日
 

十

九
日
 

二
十

一
日
 

一
一
十一
一
日
 

一
＋
四
日

一
十
五
日

一
士
六
日

一
十
八
日

二
十
九
日
 

三

十
日

備
 
考
 

』
 

敷冠姦旭石美大- --JIJ ;ttfl 荻i蘇癒蘇本薪両 ま 
島 島 	 端木端 谷生屋屋 

町町町町町町町町町町町町町町町町り町町町町町 す 

報
 

町
 
頑
 
生
 

略

新
．
線
谷
．
柳
町

極

屋
、

翰
生

m
 

原

昧
 
端
 
”
 

厭
 
喰
 

同
 
右
 

刻

一糾
町
年鄭
明

同
 
右
 

一柏
 
原
 
町
 

り
 
」

コ
 

肋
‘
 
駈
 
”
 
同
 

右
 

《り
 
新
 
宮
 

町
 

し
1
十
一
、
ョ
 

.J
 
鋤
 
《
ー
 

叩
 
九
月
廿
オ
日
 

干
 
井
 

町
 
寸
 
」

ユ
 

・

L
 
卿
 
朋
 

卵
 
同
 

右
 

コ
ユ
【
中
 
準
 
井
 
町
 
寸
 
」

コ

一
！一
 刊
 

W
 
刑
 
叩
 
同
 

右
 

一
 ー
鼠
族
昆
虫
類
の
鵬
除
 

一
2
混
に
よ
る潰
」
帯
 

一
 
を
清
潔
に
す
る
。
 

一
 4
下
水
の
流
通
を
は
か
る
。
 

号
 

《る
 

第
 

昭和 28 年 9 月】O H 
一
 
地
鶏
知

署
慶
舎
建
築
の
た
め
警
察
酉
者
は
必
ず
診
資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
 

ー
 

の
本
務
所
と
し
て
公
会
堂
階
上
金
剖
一
通
知
申
上げ
ま
す
。
 

一
 
地
鶏
知

署
慶
舎
建
築
の
た
め
警
察
酉
者
は
必
ず
診
資
を
受
け
ら
れ
る
ょ
う
お
」
 

ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー

ー
ー
ー

ー
 
「
 
．
七
、
ー
 

j
，ン

一
 
轟
助
所
と
ル
「
公
会
堂
階
上
金部
一
通簿
結
誇
い

鷲
つ
参師
‘
テ
、L
ー
ミ

ヒ
ニ

ョK
ヒ
」
丑童
 
一
 

究

（蒲
中
（
 

一
 
八
月

十
二
日
 
巡
回
交
付

修
理
更
生
相
談
等
を
左
記
日
時
 
尚
解
ら

な
い
点
が
有
り
ま
し
た
ら
郵
便
画

入
鵬

料
規

定

一
A
公
会
堂

一
時
1
1付
の
件
 

可
 
決
 
＼
喫
施

け
で
汚
と
・
毒
り

ま
し
た
か
ら
多
局
又

は
役
場

へ
御
間
合
せ
下
さ

い
。
 

一
 
一
‘
一
般
入
場
料
 

一
 

一
」驚
事

γ
ー
‘
幽
難
鰭加
 購
難
鰯

鷺
騒

毒
臣
豊
望勲
髭
羅
蕪
離

慧
 

一遍
鷲
博

室
』
綴
器
」

W
」務
綴
驚
灘
難
鰯
響
薮
警
「
乳
縄
校
一藤
麟

舞
総
 

一
鰯
鷲

驚
影
豊層

鷲
難

篇

簿
喫
一釜
釦

相
糾
二

鰐
（頭
連
舞
畦

濡
繊
難
』
「
渡
灘

九月
山
 

x
町
有
建
物
移
転
改
築
の
件
 
可
 
決
 

左
錦

競
響
嬢

嬬
潔

法
検査
を
A無

鯵

凝
綴
畿
」

」
い件
一
1
月
冊
結
籍
器

輪
西
北
病
院
 

一
、
機
査
期
日
 
九
月
廿
四
日
，
廿
五
日
 
う
財
産
処
分
に
関
す
る
件
 
可
 
決
 
一
 
 

i
ー
 
・
ー
ー
 

廿
六
日
の
三
日
間
  
A

町
立
病
院
病
棟
建
築
の
件
 
可
 
決

一
「
モ
 
巨
 

ョ
庁
 
ソ
 

一
・
再
橡
資
期
日
十
月
十
日
 

ム
昭
，
ニ
H
訊
年
慶
五
所
川
原
町
歳
出
追
 
一
女
 
正
 

女
 

0
 

一
臨
時
」瞥
『
‘
？

ー
 
鰭
難
静
鑓
難
麟
鶏
網
籍
臨
警
主
一姦
紗
鶏
蘇
 

）
離
麓
鷲
惑
鶏
 

一
 

‘
ー
一
‘
・ー
 
‘

L
む
ー
に
ン・
仁
「「
一
引
」
と
E
H
引
”
”
い
十
 了
r
・
・
」
」
」

‘
・
」
」
 
戸
 

ー
i
・
一ー

‘
i
ー

ー
一
ー
 
ー
 

埋
立
て
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
淡
以
北
の
 

一

隣
緯
藤
馴

七
月
 
一

日
す
葦
難

割
舞

1
1募
糾

雛
月

月

1
歩

ゴ
費
い
妊
 

一
一
、三
十
人以
上
の団
休
割引
 
を
も

通
す
とや
ら
、曹
の
難
地
も
延
賓
九
月
 
ー
日

一
1
1」
」
」
、
声‘
一
は
肩
恒
十
」
日
せ
下
さ
れ
渡
く
申添
い
ま
す
。
 

物
産

共
進
会

開
催
一
 

に
・
・
澱i
ー
 
金
霧
円
 
漂
逢

」
け
序
年
澗
の，
湧
」
准J
 
十

一
日
 

一
．
雨
天
順
延
 

栄
町
‘
 

田
町
 

旧
常
備
消
防
部
屯
所
建
物
を
役
場
臓

一
，
整
形
外
科
関
係
 
東
北
．

北
海
道
に
於
け
る
物
産
品
の
趨
 

小
中
学
校
生
徒
 
金

五
円
 

九
月
廿
四
日

同
 

右

同
 

右

同
 

右
 

九
月
廿
五
日

同
 
右

同
 
右

同
 
右
 

九
月
廿
＋ハ
日

同
 

右

同
 

右
 

"
'
?

I
?？
、
 

用
す
 

用
す
る
 

遺
族
年
金
受
給
者
現
状
屈
及
び
戸
籍
の
抄
道
に
於
け
る
優
良
生
産
品
を
展
示
し
品
質
．
弓
己
”
 

加
す
み
 

加
電
の
提
町
勃
し
な
川
相

m
な
』
加

」
主
か
酬
割
‘
資
引
る
い
期
』
共
叫
細
介
（
m配
し
圧
。
 

レ
・Jレ
＆‘
上
戸
ヲ了
己
・
＞
 

「
コ
」
か
川
引・
ーフー

r」
H
・
りH
恥

・二
n
い
引
一
『・h
巨

H
汚
」
・
ト
か
序
H
写
シ
ー
七
『
け
ー
 勘

F
 

【
今君
 

ー
 
ー
 
，
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
一

妊
達
婦
保
健
向
上
の
た
め
無
料
健
康
診
断
 

奔
働
 
基
本
選
挙
人
名
簿
 

一郵
細
錆
醜

臨
鱗

」
蝿
翻
 

一
日
 

ト
 
ト
 
、

一
”
 
ゆ
 

‘
・・
 
し

行
ケ
て
押
り
ま
す
ロ
本
避
帥
細
引
働
引
 

奔
姉

奔
鋤

奔
帥

奔
帥
 

弁
舶

奔
軸

奔
働
 

一
日
 

●
 
●
 
●
 
●
 ●
 
●
 
●
 
一
 
玉
所

川
原
保
健
所
で
は
去
る
九
月
一
日
 

選
挙
人
名
簿
は
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
今
ま

で
有
権
者
で
あ
つ
た
人
で
も
取
除
か
れ
た

り
、
又
新
し
く
こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
る

人
等
が
川
来
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
事
に
つ

い
て
は
八
月
十
五
日
発
行

町
報
第
十
七
号
に
詐
細
雷

い
て
あ
り
ま
す

か
ら
何
卒
今

一
慶
こ
の
町
邦
を
繰
返
し
御

覧
に
な
つ
て
有
権
者
の

一
人
で
も
腕
湘
の

な
い
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
御
願

い
申
上
げ
ま

す
。
 

尚
疑
問
の
点
は
速
か

に
選
挙
管
理
委
員

会
に
御
問
合

せ
下
さ
い
。
 

（
選
挙
管
理
委
員
金
）
・
 

加
更
正
予算
 

保
健

の
た
め

に
」
 

毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
従
来
の
基
本
産
婦

各
位
の
来
所
さ
れ
る
の
を
の
ぞ
ん
で
 

奔
帥

・
灘
陰

m
り
一
」
戸
撤

「
洞
極噛
環
嘱
欝
響
緒

調
勤
ゆ

か

い
か
 

誹
“
器
駿
欝
議
諜

譲
郵
 

身
体
障

害
者
の
 

巡
回
診
査
実
施
 

肥
 

●
 

●
 
．
 
・
 

局
又
は
役
場

へ
御
間
合
せ
下
さ
い
。
 

一
 
一
‘
 一
般
入
場
料
 

い
ま
す
。
 

健
康
診
断
は
自
分
の
た
め
ば
か
り
で
は

な
く
や
が
て
生
れ
る
赤
ち
や
ん
ゃ
、
家
庭

の
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
で
し
よ
う
 

遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て

い
る
者
は
一衛
水
準
の
向
上
を
計
る
た
め
東
北
、
北
海
加
蘇
 

遺
族
年

金
受
給

者

は
 

●
 

●
 
．
  

現
状

届
を

支
払

機
関

に
 

提

出
し

ま
 
し
 よ

う
 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
 ー

ー
 

ー
ー
ー
ー
 

一
 
大
人
 

金
審
拾
円
 

一
 
 
2

激
職
員
の
引
率
す
る
 
途
え

金
波
漂
う
美
田
と
化
し
、
所
謂
『
五
 

十

二
 
日
 

一
 

一
 

公
民
舘
行
事
予
定
表
 

（
九
 
月
分
〕
 

晩
 

鰍
纏
姦

義
緩
議
購
慧
『
 

晩
 

下
さ
い
。
 

午
前
九
時
 

ー
 

晩
 
五
所

川
原

地
方
の
 

晩晩晩 晩 晩 晩午 晩 晩晩 晩
 

福

士

貞

蔵
 

一
 

f
 

 
第三
代
信
嚢
公
の
代
ま
で
に
は
，
津
軽
一

身
 
野
も

大
部
分
開
拓
さ
れ
た
が
、
婆
よ
り
 

川
迄
の
間
は
火
小
無
数
の
沼
は
昆
の
如

・
 

晩
 

散
在
し
・
普
通
の
毛
即
で
町
と
て
‘
粕
一
 

目
a
寛
文
 大

恩
人
 

所
川
原
新
田
十
五
ケ
村
』
 
の派
立
を
見

る
  

十
四
 
日
 

埋
立
て
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
湊
以
北
の

長
堤
を
築
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
体
此
の
土

は
ど
こ
か
ら
運
搬
し
た
も
の
で
あ
ろ
ら
。
 

そ
れ
は
そ
れ
は
と
て
も
想
像
も
さ
れ
ぬ
程
 

村
（
現
在
中
川
村
大
字
長
橋
字
腐
野
二
八
 

拓
さ
れ
ぬ
難
地
で
あ
つ
た
。
 こ
、
に
於
て

第
四
代
信
政
公
は
全
く
仙
国
で
は
例
の
な

い
小
知
行
の
連
中
を
強
制
的
に
派
遺
し
て

之
に
当
ら
し
め
た
が
，
矢
強
り
不
成
功

に

了
つ
た
。
な
れ
ど
須
藤
惣
左
工
門
、
岡
文

左
工
門
雨
人
の
見
積
書
に
，
此
の
荒
無
地

が
成
就
せ
ぱ
優
に
五
千
石
程
が
生
産
さ
れ

る
と
の
事
で
あ
つ
た
が
故
に
、
 ど
う
し
て

も
断
念
す
る
こ
と
が
出
楽
な
か
つ
た
。
逐

え
藩
の
直
営
工
事
と
し
で
施
行
す
る
事
に

「
 

な
り
、
毛
内
治
長
（
左
与
」
人
寄
役
と
し
て
秋

一

田
，
山
形
方
面
ょ
り
移
住
民
を
募
集
せ
し
ー
 

め
、
紳
山
舘
主
神
山
（
本
姓
鳴
海
）
左
京
 

建
て
て
此
所
に
寝
起
し
、
雨
の
日
も
写
の
 

駅
 
大
町

通
り
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装
 

駅
、

大
町
通
り
は
只
今
コ

ン
ク
リ
ー
  、hー

 

舗
道
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
．
 

三
番
地
舘
山
文
四
郎
宅
地
）
に
苫
小
量
を
 

＠
幽

品

規

定
 
一

に
 

一
 
舞
】
奇
審
査
品
及
参
考
品
 

第
二
部
委
託
即
資
品
（
廉
外
山
品
〕
の
 

第
三
部
自
営
即
資
品

（
費
店
）
'
 

鳴
海
勘
兵
工
を
開
発
頭
と
し
、
愈

4
 

五
年

（
二
八
八
年
前
〕
工
事
に
着
手
 

野
鳥
は
昔
か
ら
草
花
な
ど
と
同
様
に

絵
画
の
取
材
に
な
つ
た
り
詩
や
歌
の
題

材

に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

野
鳥
も
規
則
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
居
り

次
の
点
を
守
り
ま
し
よ
う
 

一
、
 ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
鳥
は
捕
れ
ま
せ

ん
学
衛
、
研
究
，
そ
の
他
の
事
由
に

よ
つ
て
野
鳥
を
捕
獲
し
た
い
場
合
は

知
事
に
所
定
の
申
請
を
し

て
許
可
を

得
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
 

『
野

鳥
を

捕
獲

す
る
ど
 

罰
 

せ
 
ら
 

れ
 

一
 
．
 ，

 野
鳥
の
雛
や
卵
は
一
切
と
ら
れ
な

い
 

、
 か
す
み
網
ゃ
と
り
も
ち
‘
 わ
な
な
ど

で
野
島
を
捕
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
 

、
 ど
の
よ
う
な
塞
鍛
銃
で
も
野
鳥
を
と
 

・

る
場
合
は
許
可
が
必
要
で
す
。
 

・

塞
気
銃
を
持
っ
て

い
る
の
は
何
も
制

限
な

い
が
、
野
鳥
を
と
る
こ
と
に
な

る
と
狩
徹
法
に
よ
り
登
録
し
な
け
れ

ば
一
羽
の
ス
ズ
メ
を
撃
っ
て
も
遠
反

と
な
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
 

近
頃
塞
気
銃
で
小
鳥
を
撃
っ
て

い
る

生
徒
を
よ
く
見
ら
れ
ま
ナ
。
十
八
才

未
浦
の
生
徒
は

一
切
空
気
銃
を
使
用

し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
御
注
意

下
さ
い
。
 

，
野
鳥
を
飼
養
す
る
に
は
、
捕
縫
許
可

を
得
て
捕
婆
し
、
知
事
の
発
行
す
る

飼
養
許
可
証
を
受
け
な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん
。
 

野
鳥
を
愛
玩
用
と
し
て
飼
宵
す
る
場
 

至
つ
た
。
 

一
し
、以
て
鳴
毎
氏
の
若
し
と
五
ロ
々
離
光
の
「
 

光
人
の
干
と
指
の
形
覇
た
る
比
の
美
田
労
苦

を
思
ぷ
資
叫
と
し
て
，
子
々
系
女
に
．
 

恩
悪
に
浴
し
つ
つ
あ
る
五
所
川
原
地
方
遺
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
 

人

A
ょ
、
鎖
ら
く
『
類
穂
碑
』
を
建
殴

一
 

以
 
上

」
 

塵
芥
運
搬
予
定
表
 

拷
）猫
ウ籍
に
燕
灘
蹴
翻
盤毅
輪
一
 

グ
イ
ス
の
七
極
穎
で
あ
リ
詳
し
い
手
；
ー
．
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'
 

続
は
林
務
田
張
所

に
御
照
会
下
さ
い
 
馴
 

野
鳥
を
譲
り
受
け
る
場
合
は
必
ず
飼
一
、
町
民
現
と
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
 

養
許
可
証
の
つ
い
た
も
の
で
な
け
れ
一
 
昭
和
二
十
八
年
慶
第

一
期
分
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

一二
・
水
利
地
益
税
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
 

一
 
八
年
慶
全
期
分
 

塵
芥

”
運
搬
マ

了
｛
疋
表
 

」
ニ
、国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
過
年
 

度
分
即
ち
昭
和
二
十
六
年
雌
と
昭
和
 

（
九
月

分
）
 
一
 

二
十
七
年
健
の
用
年
慶
分
 

（
九
月

分
）
 

町
穏
の
未
納
者
に
対
し
左
肥
に
よ
り
督
一

促
状
を
発
付
し
ま
し
た
か
ら
、
指
定
の
町
」
 

日
ま
で
に
必
、b
ず
・
曲
”
寸
‘

し
で
ド
さ
ハ
。
 

O
都
合

に
よ
り
運
搬
予
定
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

督

促
状
 

の

発
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け
で
あ
り
ま
す
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右
の
よ
う
な
編
製
方
法

を
入
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
 

が
と
ら
れ
た
の
も
全
く
戸
籍
上
の
便
宜
の
 
斯
し
し
て
現
在
の
字
ー
ッ
谷
の
地
内
に
 

た
め
で
あ
り
ま
す
か
ら
．
例
え
ば
子
が
婚
六
町
九
反
六
畝
八
歩
の
田
区
は
整
然
と
し

ハ

姻
す
れ
ぱ
、
 父
母
の
戸
籍
か
ら
除
か
れ
て

て
完
成
し
た
の
で
あ
つ
た
。
 

（
ご
 
戸
籍制
度
と
身
分
 
一
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）
戸
箱
制
度
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概
要
 
零
譲

勃

媛
奪
騒

琴
議

叙

警
熱

m
離

銘
議

（
葬

一
 

我

4
は
誰
で
も
特
定
の
人
と
の
間
に
親
  
（
イ
）
 戸
籍
事
務

の
管
掌
者
 

基
く
権
利
義
務

に
は
全
然
変
り
あ
り
ま
せ
 
（現
在
の
栄
村
領

t
当
町
下
り
枝
地
内
の
 

「
子と
か
夫
婦
と
か

R
一
定
の
親
族
関
係
に
一
戸
籍
制
度

は
ー
で
逃
べ
ま
し
た
よ
ら
に
ん
。
 
 

境
界

に
あ
る
も
の
）
か
ら
下
り
枝
 
田
中

立
つ
て
お
り
ま
す
。
 こ
の
親
．
子
，
夫
及
非
常

に
電
要
な
制
席
で
あ
り
ま
し
て
、
戸
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権
利
義
務
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E

一な
り
ま
せ
ん
戸
籍
事
務
の
管
掌
者
た
る
市
ず
日
本
国
内
の
何
処
か

一
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所
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本
鍾
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岸
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【
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落
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鶴
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鄭
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籍
事
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丈
な
人
夫
の
群は
コが
い
“
川
町
拓
獅
用
は
莫
大
な
も
ので
 

町
轟
難
鷲
静
猪

夢
。騒

」
襲
麟
験
競
誌
轟
瑚
鶏
篤
藤
罵
琴
鰐
鍋
ジ

影

日
の
』
 

一
右
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す
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あ
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必
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こ
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す
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町
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動
車
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の
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動
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制
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を
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回
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縛
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